
 

 
 

融合理工系 １）付表中の科目のうち，系専門必修科

目（◎）28 単位以上を修得しているこ

と 

２）付表中の科目のうち研プロを修得し

ていること 

３）付表中科目 35 単位を含みテーラー

メイド科目を合わせて 44 単位以上修得

していること 

１）付表中の科目のうち，系専門必修科目

（◎）30 単位を全て修得していること 

２）付表中の科目のうち研プロ，特課研を

修得していること 

３）付表中科目 40 単位を含みテーラーメ

イド科目を合わせて 50 単位以上修得し

ていること 

注：表Ⅲの特課研申請資格および卒業資格は，B2D 特別選抜としての最低限の要件である。系の判断

で，学生一人ひとりの学修の方向性等を考慮した最終的なテーラーメイドの特課研申請資格およ

び卒業資格が設定される。 

 

（参考） 

修士課程，博士後期課程における B2D 学生の学修課程および修了要件は，一般の学生と同じです。

詳しくは今後，大学院課程の学修案内に記載されます。ただし，各課程の修了要件の一つである修士

論文または博士論文の審査において，B2D 学生については以下の観点が追加されます。 

［修士課程］ 

  学士課程において留学を行っていない場合は，修士課程在籍中に 2 週間以上の留学 

(語学留学も可)を行ったこと。 

 

［博士後期課程］ 

 １）B2D フォーラムにおいて，1 回以上発表を行ったこと。 

 ２）3 ヶ月以上の研究留学を行ったこと。 

 

５．学位記および「B2D 特別選抜」の修了証明 

 学士課程，修士課程，博士後期課程それぞれの課程において，「東京工業大学学位規程」で定められ

た様式の学位記（所属する学院名と系名，大学院の場合はコース名も含めて記載）が授与されます。 

さらに，学士課程，修士課程，博士後期課程の間，B2D 特別選抜において学修し，博士の学位を授

与された方には，既存の枠を超えた，社会を牽引できる傑出したオンリーワンの博士人材であること

を証して，「B2D スキーム修了証明書(仮称)」が授与されます。 
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23. 原子核工学及び 

人文科学・社会科学関係の授業履修案内 

 2年目以降の専門科目については，各系で推奨する標準学修課程（P70～183参照）に従って履修するのがよい。このほか

に各自の希望に応じて履修できるよう原子核工学及び人文科学・社会科学に関係の深い専門科目が設けられている。 

 

原子核工学及び人文科学・社会科学関係科目 

科 
 

目 

前    学    期 後    学    期 

授  業  科  目 
開講 

Q 
単位数 授  業  科  目 

開講 

Q 
単位数 

関

係

科

目 

原
子
核
工
学 

   原子核工学概論 4Q 2－0－0 

人
文
科
学
・
社
会
科
学
関
係
科
目 

 

マルチメディアと表現技法 

 

2Q 

 

0－1－0 

 

※学習者特性に基づく指導方 

法の設計 

 

3～4Q 

 

0-1-0 

これからの経営管理と 

プロフェッショナル育成(工学） 
 2Q 1－0－0 

情報と職業 

 

 

 

3～4Q 

 

 

 

1－1－0 

 

 

 

同        （物質理工学） 

 
 2Q 1－0－0 

同     （環境・社会理工学）  2Q 1－0－0 

(注) ※印の科目は，教育職員免許法に定められた「教職に関する必修科目」でもある。（教職課程の履修案内は，「17. 

教職に関する履修案内」を参照） 
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